
【当日の流れ】 

★崖崩れにより大型バスが山の村近くまで行けないため特殊対応★ 

 

●バスに乗るスタッフ（静岡方面のスタッフ） 

①気多郵便局前でバス停車（全員下車後にバスは解散） 

②前半組は荷物を持ってそのまま車に乗り込み山の村へ移動→部屋へ荷物運ぶ→昼食･自己紹介 

③後半組は荷物を持って、公園で昼食･自己紹介･外遊びをしながら待機（約 50 分）※外遊び道具用意 

 ④車が山の村から戻ってきたら山の村へ移動する（以降は前半組と同じ） 

 

●自家用車で集まるスタッフ（名駅集合･静岡方面でバスに乗らない人･現地集合） 

自分の荷物移動や食事を済ませておく 

前半組のこども達が山の村に到着したら、荷物運び･部屋への誘導後、昼食を食べさせる 

後半組も同様 

 

●全員揃ってからやること 

 班長決めはなし（時間短縮のため） 

 お米回収 

 全体説明 

 スタッフ紹介 

 スタッフミーティング（時間があれば簡単に） 

 

●スタッフミーティング 

・自己紹介（名前･ｷｬﾝﾌﾟﾈｰﾑ･年齢･所属･参加回数･参加動機など） 

・コアスタッフ（職員）…のずーぴー、もりっきー、やなぴー 

・進行係…のずーぴー 料理係…やなぴー 保健係…きらら･ハリー･そうちゃん 

※体調不良･怪我発生時は自分で対応せず必ず保健係へ引継ぐ 

・遊び担当決め…選択プログラム開始前に全員集まり、担当スタッフを決める 

・写真のアップ(たくさん撮る、随時アルバムへアップ、同じ写真やブレた写真は絶対にアップしない） 

 

★スタッフへのお願い★ 

・名簿は個人情報なので、置きっぱなしにせず、こどもに見せない（置きっぱなしの名簿は回収します） 

・班名簿の自分の名前に〇を付けて誰の名簿か分かるようにする（置き忘れ防止のため） 

・進行役が前で説明している時に自分の周囲にいる騒がしい子に注意してください 

・写真アップする際はブレた写真や全く同じ写真を複数アップしない（写真の選別が非常に大変です！！） 

・自分の洗い物担当がいつかを把握し、食後すぐに洗う 

・食事の配膳は進んでやってください（特に汁物は危険なため必ずスタッフが各机へ配る） 

・携帯をこどもに貸さない、写真を撮るために使わせる場合も目の届く範囲内にして、自由に使わせない 

→1 人が貸すと他スタッフの携帯も奪うようになり周囲にまで迷惑がかかります 

 

  



＜携帯電波･WiFi について＞ 

au と Softbank は電波良好ですが、DoCoMo は非常に悪いです（電波状況は別紙参照）。電波が悪い時は

「FUJIKO wifi（コアスタッフ所有）」「Haruno wifi（管理棟）」PW は「123456789」を利用可 

 

＜飲み物について＞ ゲストハウスで 1 本 50 円にて購入可能です（一般価格は 150 円です） 

 

＜ドライヤー使用＞ ※以下の台数を超えるとブレーカーが落ちるので注意 

・ゲストハウス…使用しない（キャンプ客に迷惑がかかるため） 

・A 棟･B 棟…各 2 台 

・管理棟（洗濯機前）…1 台 

 ・体育館…3～4 台 

 

 

●全体説明 

①施設説明（活動範囲･給茶機･トイレ･節水･移動はスタッフ同伴･落とし物 BOX･漫画は許可制･ﾄﾞｱ閉め） 

②ケガした時は保健係へ（その他のスタッフは傷病対応を行わない） 

③危険なこと 

 ・森で迷子→舗装された道路へ出ない、草むらに入らない、こどもだけで行動しない 

 ・【夏季のみ】雷→すぐに建物内へ隠れる、大きい木には近づかない ※特に夏に注意 

④【夏季のみ】危険生物（ハチ･アブ･マムシ･ヤマカガシ･マダニ）に注意 ※特に夏に活発に活動する 

・ハチ→草むらに近づかない、近づかない、攻撃しない、大声出さない、黒や黄色の衣類に注意 

 ・アブ→体についたらすぐに払う、倒す ※ハチとの見分け方･･･人に近づく 

 ・マムシ→短くて攻撃的。近寄らない、草むらに入らない、夜出歩かない 

 ・ヤマカガシ→長くて温厚。攻撃しない、草むらに入らない 

 ・マダニ→虫よけスプレーをする、草むらに入らない、体に付いていないか確認 

⑤【特に夏季】水分補給（喉が渇いてからでは遅い、小まめに定期的に）、夏はポカリもある 

⑥【特に冬季】感染症予防…「定期的な換気」「調理･食事前は机を 2 度拭き＆消毒」「調理時マスク着用」 

「調理前･食事前･遊び後の手洗い･アルコール消毒」「生食食材はビニール手袋」 

 

 


